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本報告書は1990年4月14日より 4月27日までの14日間､中米のホンデュラス共和国で

実施した｢海外農業開発事前調査+について取りまとめたものである｡

ホンデュラス共和国は現在､経済が低迷しており､ 1人当りの国民捻生産(GNP)

は671USSと中南米の中でも極めて低い｡ホンデュラス政府は第4次国家開発計画(1987

-1990)を策定し経済の再建に努めているが､国際穂闘および先進諸外国の援助をしに

は非常に困難な状況である｡我が国政府もホンデュラス政府の要請に基づきー経済援助

の必要性を認め､ 1990年度から｢無償資金援助対象国+として取扱うことを表明したと

伝えられている｡これを受けてホンデュラス政府は｢無償資金援助+の条件に適合した

プロジェクトを検討中である｡今回の調査はこのようを情勢の中で実施されー ホンデュ

ラス政府と打ち合わせた結果､開発優先度の高い農業開発計画事業を中心とした調査を

実施したものである｡

ホンデュラス共和国における調査の実施に当り､大変お世話になった在ホンデュラス

共和国日本大使館ーJICA事務所､ JICA派遣専門家､ホンデュラス政府関係機関

および当団在住の日本企業の関係者の方々に対し深甚をる謝意を表する次第である｡

1990年 6月

ホンデュラス共和国農業開発事前調査団

掠 釜 徹

塩 野 豊
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ホげエラス共和国の概要



1.ホンデュラス共和国の概要

1.1 自然､社会､経済､

ホンデュラス共和国は､北緯13o -同16o 32′ 西経83o -同89o
20′ に位置し､

中米地峡のほぼ中央に存在する｡西はグアテマラー エルサルヴァドル､南はニカ

ラグアとそれぞれ国境を接し､北はカリブ海(海岸線 640km)一 両は太平洋(同

64km)に而している｡

国土面積は約11.2万kn2 で､わが国の3分の1弱(北海道と九州の合計面積よ

りやや狭い)その内訳は農用地 2.8万km2 (25%)
､林地･山岳地

7.6万km2

(68%)
､その他

0.8万km2 ( 7%)となっている｡山岳地帯は65%でー 最高標

高は 2,850mに達する｡またー 平均標高1,000- 1,500mの高原地帯が中央部か

ら南部にかけて横たわっている｡首都テグシガルパ(Tegucigalpa)はそのやや南

部よりの中央､標高約1,000mの所に位置する.内陸部高原地帯が比較的しのぎ

やすい気候であるのに対し､海岸平野部は高温多湿の熱帯性気候で太平洋岸のア

マパラ(Amapara)では最高39℃ ( 4月)
､最低20℃

(12月)
､湿度も9月には78

%となる｡降雨量は中央部の高原地帯は1,000mm -2,000mm
､南部の海岸地方は

約1,700mm 内外､カリブ海岸地方は2,000mm以上で雨期(5一-10月)と乾期( 11-

4月)が明瞭に分かれる｡総人口は1987年現在で約 470万人(推定:都市約193

万人､地方約 277万人)で, 1984年-1987年の年間平均人口増加率は3.5 %であ

る｡人口密度は42人/km2 である｡人種構成はスペイン系白人と原住民(インデ

ィオ)との混血91%､原住民が 6%一 里人 2%､白人1%でありー 混血が圧倒的

に多い｡同年の経済活動人口は1,190千人で一 部門別に見.ると1次産業 624千人

(52.5%) ､ 2次産業 219千人(18.3%) ､ 3次産業 347千人(29.2%)となりー

農業を主とする1次産業の雇用人口が高い｡人口の約62%が農村人口であるがー

近年農村人口の都市部への流入が顕著である｡言語は､公用語のスペイン語が最

も広範に使われている｡宗教は大部分の国民がローマ･カトリックである｡政体

は立憲共和制でー 民主､代議制および三権分立の原則をとっている｡ 1982年に民

政移管がなされ､現在まで民主主義定着に努めている｡中央行政は14の省庁によ

り構成され各国務大臣がその省庁長を務める｡地方行政は18の県(Depa｢tamento)

に分割されている｡ 1987年の国内絵生産(GDP)はー 約36.3億USSで､一人当

りの国民所得は約671USSである｡経済成長率は1980年一-1983年まで下降を続け､

1984年以降は回復の傾向にあるもののー 全体としては依然として低い水準に止ま

つている｡この原因として輸出の減少ー 自然災害､石油危機､実質所得の減少が

あげられる｡

当国の経済構造は､第一次産品であるバナナー コーヒー､木材などの農業産品

-1-



等に代表されるモノカルチュア経済でありー 中南米の中でもハイチ､ボリビアと

並ぶ最も経済開発の遅れている国の一つであーる｡これら農産物の輸出に占める割

合は高くー1987年の総輸出額約8.26億uS‡ (FOB価格)の約80%を占め､特に

この内バナナ､コーヒ-がそれぞれ39%､ 25%と断然他の輸出産品を凌いでいる｡

しかしながら､国際的に見てもバナナ､コーヒーのより大幅を輸出増は期待出来

ず､また他の生産部門にも特に期待出来るものは見当たらないことから､同国経

済ほ低迷しておりー政府の財政も厳しい状態に置かれている｡また､他の多くの

ラテンアメリカ諸国同様対外債務問題も深刻でありー1988年の公的対外債務ほ

25.5億US急 にもなる｡このため当国の経済発展にはアメリカ､日本を始めとした

先進国､国際機閑の援助が不可欠でありー これに対する当国側の期待も大きい｡

ホンデュラス政府は1987年1月｢第4次国家開発計画(1987--1990年) +を発

表したがー その骨子として､

1.経済成長の維持

2.国内財政と対外収支の均衡

3.雇用機会の創出

4.整合性のとれた地域開発

5.生活必需品の完全供給

の5大目標を掲げー この間の経済成長率を年率 4.2%に設定している｡これら

の目標を達成するための公共投資総額は 2,358百万レンビラ(内､外国資金63%一

国内資金37%)で､これは同期間内の公共投資額の70%にあたる｡国家開発計画

における農業政策は天然資源の有効利用､輸出産品の増産､農産物の生産技術向

上による生産性､生産量の増大を基本方針とし､そのための農業分野における投

資額 796,693.9千レンピラを既存プロジェクト(34%)一 新規プロジェクト(66

.6%)にそれぞれ投資することになっている｡

1.2 農業の現況

ホンデュラス共和国の農林水産業は国民鑑生産の約30%､輸出稔額の約80%､

雇用人口の53%を占める当国の基幹産業であるが､山岳地帯が多いことも一因と

なりー 耕地面積は全国土の約25%に過ぎない｡主な農業地帯は太平洋側とカリブ

海沿岸の平野部である｡前述の自然条件からみると､農業上次の5つの地域に大

別される｡

(1)中央部･西部山岳地帯

山地の斜面や平坦部を利用したコーヒー栽培および牧畜､林莱

(2)北東部海岸平野

高温多湿だが土壌不良や人口過疎のため錬放的を牧畜

-2-



(3)南部海岸平野

人口密度が比較的高く､長期間の乾季があるので雨季利用の短期作物栽培

(稲､ソルガム､綿､さとうきび等)

(4)中央部盆地群

比較的肥沃な土壌と潤沢を水供給を利用した作物栽培(とうもろこし､豆類､

ソルガム､締､野菜等)

(5)北西部盆地群･海岸平野

高温多湿を気候と肥沃を土壌を利用したバナナ等の熱帯作物｡制約要因は洪

水と排水不良

近年の土地利用状況については､ 1974年以降農牧業センサスが実施されていを

いため明らかではをいが､未利用あるいは粗放的にしか利用されていない農業適

地がまだかをり広範に存在するものとみられ､濯灘.排水施設や農道など基本イ

ンフラの建設によってこれらの耕地拡大の可能性は十分大きいと考えられる｡

1966年を基準年とした畜産物を除く農産物の実質生産高ほ1972年から1986年の

間に年率 2.9%の成長を示している.主要輸出産品であるバナナ､コーヒ-は生

産高の47%､輸出額の65%を占めている｡これに対し国民の主食である基礎穀物

(米､トウモロコシ､フリーホール豆等)の成長率は1.4%にとどまっている｡

この背景にはバナナ､コーヒ-を中心とする輸出用商品作物が大瀧模な農園企業

や中農層によって生産されるのに対し､全農家の32.7%および耕地面積の60%を

占める基礎穀物生産農家の65%は小規模で､これらの多くは濯減施設を有さず､

農耕は専ら雨季に限られており､また気象変動､災害ー 病虫害等に対処するだけ

の生産技術もなく生産性が低いことが考えられる｡肥料､種子､農薬に関しても

ほとんどが上記の輸出用商品作物に使用され一 基本穀物および野菜をどではその

普及率ほ極めて低い. 1,4 %の基礎煮物生産成長率は人口増加率(世銀統計によ

れば 3.5%)および国民食生活の向上による消費量増に追従するには至っておら

ずー 農業立国でありながら基礎煮物および野菜等の不足分は輸入や援助に依存せ

ざるを得をい現状にある｡
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POBLACION TOTAL SEGuN SEXO,DENCIDAD DE LA POBLACION FOR DEPARTAHENTO 1988

DEPARTAMENTO : SUPEFiFICIE :
1988

Y : [N :

MUHICIPIO
:

KH2 ; TOTAL ‖OHBR[S MUJ[R[S D川CIDAD

ATLANTIDA

COLON

COHAYAGUA

COPAH

COR†[S

CHOLTECA

[L PARAISO

FRANCISCO HORAZAN

GRACIAS A DIOS

INTIBUCA

ISLAS D[ LA BAHIA

LA PAZ

し[MPIRA

OCOT[PEQUE

OLANCHO

SANTA BARBARA

VALL[

YORO

TOTAL PAIS

4,251.2

8,874.8

5,196.4

3,203.0

3,954.0

4,211.0

7,218.1

7,946.2

16,630.0

3,072.2

260.6

2,330.6

4,289.7

1,680.2

24,350.9

5,115.3

1,564.6

7,939.2

237,180

146,224

238, 790

218,864

644,807

293,260

255,400

797,611

34,159

123,512

21,553

105,996

175,450

74,286

282,018

277,995

119,889

329,845

118,219

74,12ア

119,107

189,870

315,581

145,729

128,407

383,436

16,383

61,646

ll,025

51,861

88,296

36,498

142,014

143,297

59,509

165,556

118,961

72,097

119,683

108,994

329,226

147,531

126,993

414,175

55.79

16.48

45.95

68.33

163.08

69.64

35.38

100.08

17,776 2.05

61,866 40.20

10,528 82.71

54,135 45.48

87,154 40.90

37,788 44.21

140,004 11,58

134,698 54.35

60.380 76.63

164,289 41.55

l12,088.0 4,376,839 2,170,561 2,206,278 39.05

FUENTE: Estudios Ecionomicos, Banco Central de Honduras
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GROSS DOMESTIC PRODUCT (GDP) AND GROSS NATIONAL PRODUCT._!9旦1 T
1987

些山江吐担+理由担圭
^verage Annual

1987 Growth Rate (I)

1984 _ 1986

Item lg84 1985 1986

GOP by Economlc acttvlty at constant

factor cost ( 1g78 ･ 100 )

Agrlculture

Mlnlng Industry

【anufacturlng Industry

Constructlon

【lectrlclty. Gas and Water

Transportatlon a Conmunlcatton

Nholesale & Reta11

8anklng. Insurance a Real estate

Dwelllng property

Pub. admlnlstratlon & Defence

Other services

GDP at constant factor cost

Annua7 growth rate (辛)

GOP at market p=ces ln real terms

Annual growth rate (I)

Met factor payments from abroad

GNP

Annual growth rate (”

Real GNP per caplta (1n lemplras)

吐血L
Gap at factor cost

Annual growth rate (u

GNP

Annual growth rate (考)

G月p per caplta (1n le叩1ras)

I.053 1.084 l.102 l.181

87 89 87 75

578 565 580 5gO

222 218 200 204

52 55 60 6O

303 306 316 338

456 457 484 493

218 222 230 244

236 254 258 272

175 189 198 215

340 350 362 379

3

4

120 3.789 3.877 4.0

2.0 I.9 2.3 4

175 4.308 4.426 4.6

2.8 3.2 2.7 4

_197 -222

3.978 4.086

2.5 2.1

I.070 I.068

244

4.182

2.3

1.062

5.757 6.135 6.630

6.2 6.6 8.1

6.154 6.643 7.186

7.0 7.9 8.2

1.656 l.736 l.825

5l

.5

12

.2

245

4.367

4.4

1.078

7.060

6.5

7.654

6.5

1.889

3.9

4.8

0.7

2.8

4.9

3.7

2.6

3.8

4.8

7.1

3.7

2.9

3.4

3.2

0.2

7.0

7.5

4.5

Source : 8anco Central de [1onduras. 1g84-1986. 1985-1987
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PR=NC=PAL =NDtlSTRl&L PRODtTCT=ON. 1982 - 1987

TJnit : Thousand

Production

1984 1985Products

Cement

Fiber cement plates

Iron bar

節

Textile s

甘be8t flotlr

Sugar

t
Pasteuri2:ed milk

Vegetable oil

Vegetable fats

Cエgarettes

也tches

Beer

Soft drink

Distilled liquor

旦玉虫皇L土地+__
Source ; Banco

Uni t

Bag of 42.5 Kg

Sq･比t

Xg

Yard

q℃止n亡al

q℃止n亡且1

L土ter

P ound

Po皿d

Box of

Boェ Of

Bottle

20 pieces

50 p土eces

of 12 o2:.

Bottle of 12 o乙.

1土ter

liter

CentrzLl de Eonduras.

1982

6,528

1,538

10,042.

1,208

4,587

114,072

60,470

ilo.546

444,674

1.871

5.476

12.569

2,090

8,648

16,206

1.388

4,801

42,872

6,597

66,663

106,936

60,016

142.398

516,093

1,546

_土⊥J娼且.

period.

8,177

2,470

16,371

13,883

1,475

4,687

46,377

4,619

65,024

115,594

65,166

132,204

533,452

1,555

4.272

1986 1987

7.094 8.728

2,O17 2,674

9,749 13,729

9.363 14,480

1,353 1,356

4.840

41,582

4,606

60,525

89,644

60,348

103.781

405,306

1,344

3.465

4.090

44,435

10,807

62.276

85,179

52,969

113,903

461.730

1,323

3.189

Average Annual

Growth Rate (I)

1982- 1987

6.0

11.7

16.7主/

7.6

2.3

_2.3

1.追/

17.追/

_2.2主/

_5.7

_2.6

0.6

0.8

-6.7

_10.2

1983

ll,422

1,878

14,311

1,359

4.638

101.221

64,081

131,160

489.606

1,705

_A

1984 - 1987Fote :主/ Average amu且I gro甘th rate for the



旺旦!旺辿

Untt : Thousand qulntals

Productton

1984 1985 1986 1987

Avenge Annual

Growth Rate.(q
1982 _ 1987

_1.1

-?･4
12.6

2.2

6.6

1.8

3.6

_1.3

20.4

_15.9

ー8.2

9.i-81 9.40S

I.099 l.115

841 l.151

1.081 852

I.596 1.653

21.838 24.OIL

3.615 3.779

67.195 65.89ヰ

5.121 1.632

395 321

170 116
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8.943 8.412

I.114 963

I.364 1.374

707 800

1.677 2.179

22.435 25.354

3.953 4.024

65.888 62.898

7.422 T.832

1!け 172

104 1O6

198Z 1983

8.908 8.557

I.09O g88

760 g12

718 980

I.583 l.152

23.164 19.292

3.370 3.57Z

67.295 69.448

3,lO1 3.717

410 283

163 163

Products

Malze

Beans

RIce

Sorghum

Coffee

E)ananas

Plantalns

Sugar cane

Afrlcan palm

Cotton

Tobacco

Source : Banco Central de Honduras
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⊥
Average Amua1

1982 1983 1984 1985 1986 1987 Grovth Rate (Z)

1982 - 1987

Products

00

Bananas

Coffee

Wood

Lead a Zinc

S土1ver

Petroleum product

Fro2:en meat

Sbri皿p 良 lobster

Sugar

Tobacco

Cotton

Detergents

Resin

C ement

Camed frlユ土ts

O亡bers

TotA1

436.6 406.3 464.5

306.2 302.4

89.3 80.8

32.4 49.6

18.6 35.i

1.2 7.9

67.8 6之.7

55.9 72.0

43.2 55.7

21.5 21.6

13.0 8.4

19.5 2之.1

8.5 3.1

1.5

9.4 7.8

184.6
-208.1

338.2

69.7

76.i

31.0

9.4

42.4

99.6

51.3

16.7

15.4

12.0

3.3

10.1

211.0

1309.2 1343.6 1450.7

547.0 513.5 648.5 8.2

370.4 644.1 416.7 6.4

68.2 64.6 72.6
_4.i

71.8 64.9 27.0
-3.6

ヱ6.0 之5.1 10.8

ll.9 0.9 4.0

36.3 39.9 42.2

81.9 90.9

42.9 25.0

17.3 10.6

13.6 9.3

4.7 2.9

2.9 2.6

0.2 1.7

11.6 12.4

ヱ22.5 200.1

1529.2 1708.5

122.8

39.0

7.1

6.5

1.9

2.7

4.0

6.5

239.1

1651.4

-10.3

27.2

-9.0

17.0

-2.0

_19.9

_12.9

_37.2

-20.5

21.7

_7.1

5.3

4.8

Source : Banco Central de EondtlraS.



ェ出pORTS (C=F). 1982 _ 1987

Thit :凹illion

Average

Gr ovth

1982

_AAnnual
Rate (Z)
_ 1987

Goods 1982 1983 198与 1985 1986 1987

(J〇

Food products

Beverage ; tobacco

Won edible

R且V ZnAteri且Is

Oil i hlbricants

Vegetable ; anizn&1

0i1 ; Eats

Chemical products

比anufacttlred products

比丘Chinery ; trans-

portation material

Others

Total

116.9 146.5

8.9 5.0

1与.2 19.5

340.1 327.6

10.8 9.9

256.8 337.6

395.6 458.3

274.1 297.2

6.3 3.6

154.4 160.7 165.8 178.8 8.9

9.3 9.1 9.1 9.5 1.3

18.9 18.8 19.7 19.3 6.3

359.3 317.1 194.7 208.0
_9.4

13.5 14.8 15.1 16.1 8.3

337.4 353.8 403.9 406.0 9.6

497.4 489.0 492.4 508.8 5.2

393.0 404.1 406.6 415.9 8.7

3.6 8.8 42.8 34.9

1423.7 1605.2 1786.8_______主?_76.2 1750.1 1797.3

40.8

ヰ.8

Source : Banco Central de ヱonduras.



土 地 利 用 現 況

土地利用

而稿 鹿家放

(ha) (%) (戸放) (%)

J.農用地 433.548 13.7 H4.129

71

申LF性作物 301.GJ9 9.6 102.141

トウモロコシ 217.834 7.0 63.84O

求 lfi.272 0.5 7.191 8

フリホール豆 28.3J2 0.9 17.936 20

ソルゴ J3.444 0.4 4.065
.5

その他 25.757 0.8 9,JO9 10

15

永年性作物 13I.929 4.J 41.988

サトウキビ 2&.777 0.9 13.488

バナナ -9.61J
0.3 5.622 8

コ-ヒ- 7J.J74 2.2 17.586 J9

その他

2.牧草地

22.367

2.221.526

0.7

70.5

5.292

112,891

6

52人工牧草 1.283.352 40.7 47.192

改良牧草 201.183 6.4 lJ.629 13

自身氏牧草

3.休閑地

4.林地

5.未利用地

6.合計

736.991

255.084

199.793

43.584

3.153.1J5

23.4

8.I

6.3

I.4

loo.0

54.070

24.6J4

13.250

43.584

90.250

60

27

15

48

100

出弛 : Encuesta Ganade(a
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県別土地利用状況(1973/74年)

(単位: ha)

面積(以) 総利用面積 単年生作物 永年生作物 休 閑 地 自然草地 人工草地 山 林 そ の 他

__一ゝ

_i

Atlantida‾･

co16n

C omayaglla

′

Copan

′

Cortes

Cbolllteea

/

EI ParalSO

Francisco Mora21an

Graeias a Dios

′

IntibtlCa

lslas de la Babfa

La Paz

Lemplra

Oeotepeque

Olanebo

′

Santa Barbara

Valle

Yor°

4,251.2 139. 613

8,874.8 10乙21 2

5.196.4 125, 166

3,203.0

3,954.0

4.211.0

7.218_1

7.946.2

16.630.0

3,072.2

260.6

乙330.6

4.2897

1.6802

24, 350.9

5, 115.3

1.564.6

7.939.2

112. 088.0

183.114

1 77. 923

238.1 72

243, 479

184.170

1乙018

110,003

10. 526

78.409

134.189

80,017

2:∋.5 33

265, 937

66, 290

249. 088

乙629.859

( 100.0)

20, 025 13. 176

13. 2:お 7.956

20,652 15. 639

26. 488 12,861

20, 51 3 2乙264

34. 725 8. 228

31.二23 15, 445

31. 528

2. 093

17. 005

203

12. 122

24, S68

7, 304

36, 936

25,376

16. 423

25, 562

366, 344

8, 966

1,949

5,068

1. 313

5, 992

9. 788

3, 605

16,168

34. 279

709

28, 635

212.011

ll. 783

5. 371

6, 525

12, 073

7. 766

10, 797

7. 961

5,472

1,462

7,341

442

8. 225

28, 787 37. 791 25, 198 2. 853

14, 141 33. 195 27.242 1.α79

19. 228 39. 034 23. 103 1.015

24, 600 75. 822 27. 1 55

23,209 餅),17 7 11.563

40, 088 116. 275 24, 319

68.246 64, 091

20,453 52. 616

2. 610

16, 807

950

13, 568

14, 174 30.394

2, 623 21. 154

8, 001 40, 794

16, 436 59. 86 7

6. 167 13. 384

7. 672 31, 831

140. 2g1 470, 1 ll

(13.9) (8.1 ) (5.3) ( 17.9)

1.149

17. 949

2. g25

18. 531

2B.911

31.365

86, 702

SK),949

16. 271

73, 913

877. 666

54, 005

63. 183

2.6:近

43, 933

4.616

19. 687

24, 502

13.307

39.6 52

4. 115

2.431

3,740

2.5C8

1.952

127

1.900

77

2B4

1.452

659

1.310

36. 482 2. 548

12,456 8g)

弧015 1,460

533. 046 30. 390

( 33.4) ( 20.3) ( 1.2)

出所: Censo Nacional Agrope叩ario 1974



毒林業士地利用ポテンシャル

6クグー

♂

∠:フ

♂

/

∈コ

U

塁崇 i

一

～

缶ゴ> 0
D

_9

I
. q

?

βo

%
♂

qぴq.;
＼

く

･J

㌔

阜

凡 例:

⊂コポテンシャルなし
農業生産ポテンシ十ル

⊂:コ集約的利用適地

団粗放的利用適地
林業生産ポテンシャル

∈≡≡熱帯樹種

皿杉類生産適地

マングローブおエぴその他樹種
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農業開発計画

優良野菜種子増殖計画
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天然資強者水資藤局長‖ng.Orlando Aviles AIcantara)表敬

ら,･J.

I,I

LE-蓋】
+ =

天然資源省農業局長(Iog.Hario DaccaFett D. )表敬



き言語

L>=l:I

㌔

司■■■■■肝｢

中一1!lr
■‾

.,:i,fL

優良野菜種子増殖センター予定地である旧製材公社(CASISA)の跡地

幹線の国道より南に約 2km入った懐高1.200m程の場所にある.



間口

A

･d

荏

tL圭一専

シグァテぺクェ市内にある天然資源省鹿妻局地方事務所の出現事務所

盆地の山腹にまで野菜の作付が行われている｡



2.農業開発計画

2.1慶長野菜種子増殖計画

2.1.1背 景

ホンデュラス共和国においては､野菜およびその生産資材の1つである野菜

種子は質､量共に不足しておりそれらの大部分を海外からの輸入に依存してい

る｡一方､同国の野菜の需要量は人口増加および食生活の向上と共に増加の傾

向にあるが､国内の野菜生産は変動も激しく供給も不安定な状況にある｡

この様な現状を改善すべく天然資源省農業局は､同国の中西部 Comayagua県

シグァテぺケ(Siguatepeque)郊外に野菜の種子生産.増殖施設を建設し､種子

の生産をらびに増殖技術の普及と優良種子の安定供給を通じて農業生産の拡大

を図ろうと計画している.

2.1.2 目 的

優良野菜種子増殖センター設立の目的は以下の通りである｡

1)優良種子の生産･増殖を通じて､種子の安定的な供給と国内における野菜生

産の発展を図る｡

一 輪人種子ヘの依存の割合を低減させる｡

- 優良廉価な種子の安定供給により生産の拡大､農民の所得増大およぴ所得

水準の向上を図る｡

- 野菜の市場価格を安定させ､食生活の向上に応える｡

2)野菜種子の生産･増殖技術を確立し農業技術の向上を図る｡

- 原種および高品質の保証種子の確保により､生産性を高める｡

一 生産地域の気象､土壌等の自然条件に適した種子生産を行うことにより､

野菜の品質向上をめざす｡

2.1.3 計画地区の概況

開発対象地区のシグァテぺケはホンデュラス共和国の中西部 Comayagua県に

属し､概ね北緯14o 35′
､西経87o

50′ に位置する｡同国の首都テグシガルパ

(Tegucugalpa)と北部の主要都市サン･ぺドロ･ス-ラ(Sam Pedro Sula)を結
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ぶ同国の幹線国道(全面舗装)のほぼ中間に位置し､テグシガルパヘ114km､

サン･ぺドロ･スーラヘ130km､県庁所在地のコマヤグアヘ28kmヘとこれら大

消費都市ヘのアクセスも良い立地条件にある｡

当地区ほ周囲を榎高l,400m-1,500mの山々に囲まれた漂高l,一oon-1,200mの

高原地帯でキャベツー レタス､ジャガイモ等各種野菜を栽培している当国でも

屈指の野菜栽培先進地域である｡計画地区の平均年間降雨量ほ1,234.6mmで､

雨期(5-10月),乾期(ll - 4月)が明瞭に分かれる｡年平均気温は20.9℃､年

間蒸発量は1,498mm
､平均相対湿度は76.7%とをっている｡

2.1.4 計画の概要

本プロジェクトにおいて計画されている｢優良野菜種子増殖計画+の内容は

以下の通りである｡

1)生産計画

- プロジェクトの対象面積はシグァテぺケ郊外の国有地約10haとし､この圃

場で原種の栽培を行う｡

- 保証種子は天然資源省農業局の管理の下に野菜生産農家で委託栽培される｡

- 委託農家によって採種された保証種子ほ本プロジェクトサイト内の生産施

設の精選工程にかける｡

- 対象種子は国内における野菜種子の需要状況により下記の種類が計画され

る｡

ニンジン､キャベツ､カボチャ､ナス､レタス､タマネギ､トウガラシ､

トマト､

2)施設計画

丁 本計画は優良野菜種子増殖センタ-の建設にあたり以下の施設の整備を行

うものである｡

i)濯減施設

本計画地区ほ年間1,235mmの降雨があるが､乾期の特に1月から 4月にか

けては月平均降雨量は20mmと少をい｡

したがって､種子の生産･増殖および野菜栽培には濯灘用水確保のために
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濯減施設および排水施設が必要である.

① 取水設備

現在､プロジェクトサイト内外には渓流が流れ､サイト内には旧製材公

社(CASISA)の残した古い約1トンの高架タンクがあるが､使用可能か否か

は未確認である｡いずれにしても圃場の濯灘用水と取水設備ボン7o揚水の

調整のため､小規模を貯水槽もしくは調整地が必要となる｡また､用水不

足対策として地下水利用の井戸が必要である｡

② 濯灘設備

濯減施設については､栽培される野菜の特性､季節､育成過程による必

要用水量の変化､病虫害の防除など野菜の原種生産に多目的に利用できる

スプリンクラー濯減施設が必要である｡

ij) 圃場整備

① 圃場および農道整備

本プロジェクト内においては散水濯我が導入されることから土地の均平

作業は必要としないが､樹木､ブッシュ､石穣の除去作業､地表面のなら

し作業が必要とをる｡また､サイト内には圃場での植付け､採種のために

農道の整備が必要となる｡構造は砂利または簡易アスファルト舗装が適当

である｡

② 付帯設備(電力､水道等)

プロジェクトサイトには電力配線がきており利用可能の状況にある｡ま

た､事務所および施設運営のための水道施設の敦設が必要である｡

iii)採種栽培施設

本プロジェクトサイトでは野菜の原種増殖の生産を行うものとし､以下の

施設を計画する｡

①

②

③

露地採種圃場 (約 8ha)

ネットハウス 10棟(品種改良用)

グラスハウス (空調は栽培試験用に利用)

ー15-



iv)野菜種子精選施設

この施設は委託農家から集配する保証種子の乾燥､精選､消毒一色装､貯

蔵､検査､出荷を行うものである｡

種子の検定ならびに原種の小量精選､あるいは精選開始前の実験用として

ラボラトリーサイズの小型精選機を置く｡

また一種子検定ならびに分析用として建屋内に実験室を設置しー各種試験

器具を配置する.

精選済みの野菜種子は除湿装置によって適度を湿度に維持され､種子貯蔵

庫の中に保管､貯蔵される｡

v)建 物

①

②

③

㊨

㊨

㊨

事務所および研修室

精選施設用廷屋

種子貯蔵庫

研究棟 (実験･分析用)

農機具一 橋納庫

機械類 (車柄､トラックー フォークリフト､トラクター､トラクター

用アタッチメント､噴募器､テイラー)

2.1.5 総合所見

本計画は天然資源省農業局が前述の目的達成のためにー 農業開発事業の中で

も最優先に希望しているプロジェクトであり､道路､電力等の社会的インフラ

もある程度整備されている本計画に最適な地区であると考える｡

-16-



IMPORTACIONES DE SEHILLAS HORTALIZA

DE ENERO A OCTUBRE DE 1989

AYOT[

BERENJENA

CEBOLLA

C=IL[

COLINABO

COLIFLOR

LEC‖UGA

HA80

P[P川O

R[POしLO

REHOしACHA

RABAHO

TOHAT[

ZANAHORIA

TOTAL

(カボチャ)

(ナス)

(タマネギ)

(トウガラシ)

(カブキャベツ)

(カリフラワー)

(レタス)

(カブ)

(キウリ)

(キャベツ)

(砂糖大根)

(二十日大横)

(トマト)

(人参)

1,001しib｢as

l15

21,833

6,880

260

577

547

310

6,574

5,489

3,822

17,943

5,772

10,054

81,147

-17-

454 kg

52

9,903

3,121

118

262

248

141

2,982

2,476

1,734

8,139

2,618

4,560

36.808



DIRECC10N GENERAL, DE ^GRICULT川IA

DPlt). DE SANID畑VEGFrAL

-
11ESlトn3N DE PERトlISOS EXTF,NDllX)S

ll肌＼ lトLfVRTNl: SORGO ･ES∝)BERO

トL^TElu^ PRlト仏PAlミA I.LAGER ES(刀J3AS

ト旺S ENEIモ0 1990

土MPoRl九【始JuS 0 R 1GEN CANT 1 DAD

lNDUST7uAS DE ESCOB∧S

ATUINTI CO

INDUSTRl^ N^CION∧L I)li ES(刀B〈S

(INDES^)

GUAT I?tN^

GUATJ}t^t^

180 ql

660 q】
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No. CI-ASE DE VERI)tRAS ORIGEN. EN ⅠⅣrMS

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

AJO･

APIO

00LI FI上)R

CE 咲)LLA

LEOAJ G^

new U10肌

TMTE

Z仙10RIA

GuATIMAu 84 5

GUAT別岨A 8 0

GU〟Ⅰ別岨A 4 0

GUATtM

Gt)AT跡仏IA

GUATD4A1^

EE.”).

GUAT弧A

290

100

140

200

100

T 0 T A L 1 995

No CUISE ◆DE FRtTEAS L ORIGEN EN UIⅣrALES

1

2

3

4

ら

6

7

8

AGuACATE

CI RUEI,A

FRESA

GRANAD ILIJA

MAN Z ANA

NANCE

PER人

Tル仏RI IⅦⅩ)

GuAT弧A 3 9 0

GUA1別吐A 9 0

GUAT馴止A 9 0

GuA% 7 0 0

GtATEM/EE. 1Al. 4 30

Gt)AT跡仏LA 1 ～

aJATDdAl.A/EE.tJU. 2, 25‾o

GuAT跡肌u 20 0

T 0 T A L 4,165

TI

NO. Cl▲ASE DE ESPECIAS ORIGEN EN UI NrALES

1. ACHIOTE

2. ANIS

3. ALUC】卦仏

4. cANELJ1

5. (工糾INO

6. cuTuY

7. PIMIEⅣrA

8. I虻MERO

T 0 T A L

GUAT跡仏u 2 0 1

QJAT弧A 2 0

GUAT跡1Åu 1 0

G UATfMAIJA 1

GUAT恥A 1 5 1

GUAT日vIAu 2 0

GtAT弧A 1 0 1

nJAT迅4Au. 6 0

S64

-19-



⊥

v. Month一y Mean Wind Velocうty LJnjt : 帆/s

yEAR JAM. FE8. HAR. APR. MAY Jl川. JUL. AUG. SEP. OCT. NOV. DEC. TOTAL

SIGUAT【PE叩E

1983(nomal year)
1.8 2.0 之･O

1986(1/10 drought) 1.0 i.0 2･O

lg72(i/20 dT･Ought)

AveT･age(1956-1987) 1.4

Flores

1983(nonal year)

1986(1/10 drought) 5.■0

1972(1/20 d7･Ought)

Average( 1945-1988) 5.3

1.9 2.0

2.0 6.0

4.2 4.6

1.9 之.8 1.0

2.0 2.0 1.D

之.1 2.0 1.3

4.0 3.0

2.0

1.7

3.0 4_D

3.6 2.8 2.0 3.0

之.0 1.0

1.0 1.0

1.8 1.2

3.0 3.0

2.4 l.8

1.0 之.0 2.0 i.7

1.0 1.0 1.0 1.3

1.ヰ 1.5 1.5 1.7

2.0 3.0 3.5

3.5 3.4 3.8 3.4

～

く>

VI. Honthly SLJnShjne Hour unit : hour

YEAR JA八. FE8. MAR. APR. MAY JUIl. JUL. AUG. SEP. OCT. NOV. DEC. TOTAし

SIGt)ATEPEQUE

1983(nomal year)

1986(i/10 droLJght)

1972(1/20 drought)

Average( 1956-1988)

Flores

1983(nomal year)

143_41 144.9

156.1 227.8

204.4 180.3

187.1 190.5

196.8 14Q.6

226.2 244.5

270.4 188.O

234.0 207.8

183.4 195.2 247.8 155.3

208.8 170.4

159.6 188.7

165.2 198.i

183.4 188.4

Z38.9 183.5

173.8 22之.3

Z15.0 231.0

178.3 201.3

2D5.6 214.1

150.3 198.8

1986(1/1O d7･Ought) 206.3 255.O 258.6 248.7 175.6 169.2

1972(1/2O. drought)

Average(1945-1988) 215.2 232‾.7 265.4 198.6 211.5 1フ5_3 185.2 204.7

167.7 169.7 161.9

179.8 158.1 197.7

178.D 162.4 192.9

168.0 152.O 154.6

181.8 197.6 188.0

173.3 186.6 213.6

175.6 190.1 195.5

205.0 2105.3

168.7 2353.2

167.3 2286.6

166.9 2252.4

224.0 2344.4

221.2 2108.i

207.6 2457.3
‾‾ー-----I--------------------------------------------------一----一---一-----------------------------------ll--------------I__-----一------



____.__.__..._+型弘

ⅠIl. Month一y Pan Evapolatうon unit : m

YEAR JAM. FE8. MAR. APR. MAY JU打. JUL. AUG. SEP. OCT. NOV. DEC. TOTAし

SIGUATEPEqUE

1983(nomal year)
1986(i/10 drought)

1972(i/20 dT･OtJght)

Aver叩e( 1956-1988)

Flores

1983(noTnal year)

99.2 119.0

79.2 116.6

121.6 95.0

97.8 116.3

u4.5 149.0

137.0 17Z.フ

169.9

158.1 168.9

171.O 175.1 233.7 178.i

～

_■▲

1986(1/10 drought) 152.5 180.8 235.4 236.3

1972(i/20 drought)

Average(1945-1988) I 160.8 183.4 23g.8 221.2

198.9 144.8 137.6

136.3 130.8 135.2

138.4 137.9 149.0

157.9 13l.2 146.8

192.7 132.1 151.4

157.7 162.5 184.3

181.5 144.4 153.4

147.6 117.8 100.6

141.6 119.3 92.5

137.O 125.1 98.2

135.4 u2.0 99.6

138.8 124.3

176.0 124.8

91.4 108.2 1588.6

96.2 82.4 143g.8

1172.1

86.3 88.0 1498.3

128.4 110.3 13之.6 1868.5

122.2 117.1 142_O 1991.6

154.3 127.6 130.8 123.2 139.2 1959.7

IV･ Month一y Mean Re一ative tlumi引ty tlnit :I

------I----------I---------------------------------I--------------------------------------------------------I-----------_--------------

YEAR JAM. FE8. MAR. APR. MAY JUN. JLJL. AUG. SEP. OCT. ⅣOV. DE〔. TOTAL
l

------I-------------------------------------------------------------I------------------------------------------------------------------

SIGUATEPEqUE

1983(TIOTnal year)

1986(1/10 drotJght)

1972(i/20 drought)
Average( 1956-1988)

Flores

1983(nomal year)

1986(1/10 d7･Ought)

1972(1/加drought)
Average( 1945-1988)

80.0 75.0 66.0

85.0 73.0 74.0

75.D 73.0 64.0

79.1 74.8 69.3

丁2.0 69.0 77.0 79.0

63.0 70.0 77.0 75.0

60.0 66.0 70.0 70.0

66.8 71.9 76.6 76.3

76.0 81.0

75.0 78.0

71.0 75.0

77.6 80.8

83.D 83.0 8之.0 76.9

81.0 81.0 81.0 フ6.1

78.0 76.0 75.0 71.1

83.3 82.9 8之.1 76.7

70.O 65.0 60.0 65.0 58.0 76.0 70.0 70.0 78.0 77.0 75.0 7Q.0 69.5

64.0 61.0 60.0 5?.0 68.0 7O.O 66.0 68.0 75.0 77.0 75.0 72.0 67.8

59.7 55.6 51.9 53.3 59.0 66.6 63.5 64.4 67.8 68.6 66.5 62.7 62.4
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------___I____--------------



______.___._..__迎且】.

Ⅰ. MontJlly Rainfa11 unit : Trm

YEAR JAH. F∈8. MAR. APR. MAY JUN. JUL. AUG. SEP. OCT. NOV. DEC. TOTAL

～

rtLt

S IGtJATEPEqU【

1983(noTnal yea7･)

1986(1/10 drought)
1972(1/20 drought)

Average( 1956-1988)

Flores

1983(nomal yea7･)

1986(i/10 droLJght)

1972(i/20 dT･Ought)

Average( 1945-1988)

17.8 7.0

29.0 13.5

15.7 71.7

2Z.ヰ 20.7

4.3 5.0

7.5 20.5

1.5 2.5

i.8 6.2

1.7 32.2

10.2 15.3

0.8 53.8

1ヰ.7 33.7

Z.8 32.7

0.0 0.0

0.0 35.0

7.2 33.I

24.6 169.8 198.3 179.7 199.9 128.8 72.8

80.6 164.3 75.0 94.4 176.2

51.4 110.3 71.3

141.ヰ 170.3 151.0

58.8 221.9 57.0

129.4 74.1 52.9

129.3 170.3 104.3

72.6 132.2

185.2 236.7

166.2 244.p7

74.6 126.3

125.8 171.8

93.2 74.7

88.9 35.2

158.ヰ 60.0

85.2 47.6

g4.0 58.7

106.9 25.2

61.1 1093.7

13.9 840.3

22.5 726.4

40.2 1234.6

14.2 940.4

0.1 638.1

6.2 888.3

ⅠⅠ. Month一y Mean Temperature unl't ; °eg.C

YEAR JAM. FE8. HAR. APR. MAY JUlt. Jロし. AUG. SEP. OCT. NOV. DEC. HEAN

SIGuATEPEqUE

1983(rLOTqal year)

1986(i/10 dT･Ought)

1972(i/20 drought)

Average(1953-1988)

FしORES

1983(TIOTllnlyear)
1986(1/10 drought)

1972(1/2O dT･Ought)

AveT･age(1958-1988)

19.1 20.4 22.4

17.7 19.6 1g.0

19.5 18.5 21.7

18.1 19.1 21.4

23.2 24.8 26.3

22.0 24.2 23.6

22.1 23.2 24.7

23.6 24.8

21.7 22.9

23.9 24.2

22.6 23.0

27.1 28.5

27.9 26.7

25.8 25.9

23.5 22.5 22.5

22.0 21.6 22.1

23.7 23.2 22.I

22.4 21.9 21.8

26.3

25.7

no data

25.8

26.0 25.9

25.4 26.i

24.8 24.9

22.1 21.0 20.5

21.7 20.8 20.I

22.4 21.4 20.2

21.7 20.7 19.3

25.0 24.5 24.2

25.1 2ヰ.3 24.1

24.5 23.9 22.9

19.5 21.8

19.0 20.7

20.1 21.8

18.3 2t】.9

23.2 25.4

23.4 24.9

Z2.5 2ヰ.1



________呈出正弘
untt : MM

--I-----------------■■----------I--------------------------一--------------------------------------●■--■1---__________■■-----

MeteoT･01oglcal Station

Year

l､ヽ⊃

こ/J

Siguate- Flores Lamani EI EI Playjtas Las La La Zambrano Lepate- Santa

peque Coyolar HoT･nO 8otりas Laguna Mora rlqtJe C一ara

1966 1879.D

1967 2572.9

1968 1O48.5

1969 2722. i

1970 1131.I

1971 1046.4

1972 726.4

1973 1074.7

1974 1298.2

1g75 1193.4

1976 1690.0

1977 1189.8

1978 1277.5

1979 1182.1

1980 1095.3

1981 1604.9

1982 1127.之

1983 1093.7

1984 1550.9

1985 1000.8

1986 839.3

1987 933.9

1988 134l.3

946.2 1890.9 1047.2

618.6 961.0 704.9

934.6 1647.0

1257.9 3213.9

1210.3 1663.5

787.ヰ 2309.9

555.4 753.4

798.6 1822.5

979.9 1516.4

936-.5 903.2

1O32.3 1923.7

746.1 1196.4

779.0 1126.i

852.ヰ 1071.7

895.1 1668.0

1015.0 1930.7

698.8 1O31.0

940.4 1485.3

1004.6 1762.4

1021.3

1619.6

1O97.8

963.4

ヰ一o.3

915.9

g89.4

1091.3

1068.5

749.1

813.5

991.1

956.6

1071.4

676.8

876.3

997.9

718,O 1034.3 677.6

638.1 922.7 630.3

870.9 1268.3 780.6

983.4 1980.7 1094.7

118g.0

874.0

u67.0

1806.0

1177.0

g74.0

611.■D

1083.0

1105.0

1191.0

1176.2

892.7

94g.8

1107.5

1076.8

1178.7

828.5

1005.6

1113.5

829.2

787.2

920.6

1199.4

15ヰ9.0

1603.4

8之3.5

1679.7

972.6

882.8

865.1

888.2

878.7

1004.5

1190.8

7g3.7

925.3

866.7

901.1

871.1

1193.0

1084.8

1186.4

1517.1

1459.1

1285.i

1098.3

1254.0

g94.3

736.7

1109.4

1618.5

1110.6

1724.7

1之73.2

1436.0

908.8 927.6

827.6 1294.1

920.8 1355.6

799.1 1277.9

639.0 ull.9

734.9 943.7

u51.7 1OO5.5

1658.0 Z323.5 1325.6

1646.6 2316.9 719.0

1098.3 1780.0 1428.8

1699.1 2369.5 1611.i

1099.9 1232.4 1372.6

976.0 1214.0 914.7

662.3 1025.8 629.i

1O48.6 1464.3

1063.9 2111.0

1324.6 1838.5

2782.1 3007.9

1597.5 2819.7

1648.8 3241.0

967.2 1740.フ

1032.5 1443.8

1251.7 2057.7

1160.9 1543.4

1124.2 2299.2

1133.7 2081.0

1024.5

1283.8

1165.0

1109.8

870.1

787.8

1154.4

970.2

131l.2

813.3

9O6.2

1122.1

1018.3 UO5.3 1043.7

910.3 1464.4 706.4

1084.5 1150.6 788.2

1497.0 2513.1 1326.O

1299.8 1505.I

874.1 1129.6

1303.6 1796.4

1918.7 1781.5

1586.8 1466.6

1164.5 1125.0

762.8 1428.4

1286.0 1265.2

1345.8 1232.6

1297.6 1585.5

1473.3 1334.i

1017.3 1158.5

1129.1 1164.8

1461.2
I

1536_3

1263.9 1070.3

1474.4 1440.0

1027.8 1107.2

1232.5 1079.2

1352.7 1425.8

1099.2 1203.I

722.5 1015.9

1217.0 1297.3

155l.9 1570.3

Mean 133l.3 878.2 1525.3 925.O 1054.0 986.0 1217.3 1282.O 1945.4 1060.2 1254.9 1335.2
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タラドゥ口付近の高台よりセルグアッパ受益地区を望む｡この時期

は乾期のため作付している圃場は限られている｡
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セルグアッパ川タラドゥロ地先の既設頭首工(1956年竣工)
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サンセバスティアン地区の加工トマト圃場｡敷戸の農家が共同で

トマト加工会社と契約し､栽培を行なっている`
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2.2 セルグァッパ･サンセバスティアン地区濯減計画

2.2,1計画地区の概況

セルグァッパ(Selguapa)､サンセバスティアン(Sam Sebastian)地区はホン

デュラス共和国の中西部 Comayagua県コマヤグア盆地の西南部､北緯14o 10′

-14o 30′
､西経87o

34′ -87o 43′ に位置し､盆地の中央を涜れるウムヤ川

(Rio Humuya)の左岸およびウムヤ川の支涜グランデ川(Rio Grande)とウムヤ川

に挟まれた東西 5-7kln
､南北30kmの細長い地域である｡地区の標高は

550-

700mで各河川に沿った緩やかな傾斜面に農耕地が展開している｡気候は年平均

気温が24.4℃､年間降水量は1943年以降の70年間の平均として828.8mm
､その

中で11月から 4月までの乾期の雨量はわずか77mmにすぎず､他は 5月から10月

までの雨期に集中することからも解るとおり､雨期と乾期が明確に区別される

コマヤグア盆地の人口は約10万人､就農人口は75%であるがー その内の40%

が当地区の関係住民である｡コマヤグア地域の農業についていえばー盆地全体

の農地ほ28,000ha､耕作畑は20,000haであるが､当地域はこの約半分を占めて

いる.これらの耕作地の中で濯減を行っている地区はセルグアッパ2,000ha ､

サンセバスティアン150haー ラマニ(Lamani) 100ha､フローレス(Flores)

2,400haで耕地の23%弱である｡ホンデュラス共和国政府は当盆地内に日本国

政府の援助により農業開発研修センタ- (C[DA)を創設し当盆地を当国のモデ

ル濯減農業地域として重要視している.これらの内セルグァッパ､サンセバス

ティアン､フローレスの各地区は国営直轄濯減地区であるが､取水施設はセル

グアッパ地区はセルグアッパ川タラドゥロ([l Talad｢o)地点の頭首工､サンセ

バスティアン地区はグランデ川ヒカラル地点の石積みの堰で､いずれも水源施

設を持たないためセルグアッパ川やグランデ川の涜量によって濯流用取水の可

否が左右される不安定な状態である｡雨期と乾期が明確に区別され乾期の雨が

極端に少ない当地域では､特に藤波が必要な乾期において用水不足を来たして

いるo このため当初計画で3,500ha として計画されたセルグアッパ地区では現

在2,000ha しか澄灘できない状況でありー サンセバスティアン地区においても

グランデ川に水源施設さえあれば現在の150ha以上の濯減が可能となり乾期の

耕作面積は増大する｡

近隣のフローレス地区に関しては我が国の技術､ 経済の両面の援助により

1990年にF/S調査が実施されている事でもあり､これらの現況の中で天然資

源省も本計画を最優先案件として位置付け､本事業計画の実施については日本

政府からの技術､経済の両面の援助を期待している｡
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2.2.2 計画の概要

以上の現況からセルグァッパ､サンセバスティアン両地域の水源開発および

濯減計画を中心とする農業開発事業を実施するに当たっては､次の点を十分考

慮する必要がある.

一 水源の確保による通年濯減の実施

一
濯減施設の改良による水利用の合理化

一 維持管理組織の確立(配水の合理化､公平化)

- 節水濯減技術の確立(渡波面積の拡大)

一 宮農指導の強化による地域農業の活性化

等であるが､中でも最も重要視されなければをらないのは安定水源の確保で

あり､濯減施設の改良による水利用の合理化である｡したがって次の水源計画

を中心とした濯親閲発計画を提案する.

1)セルグアッパ地区

① タラドゥロ地点の頭首工よりさらに約10km上流のセルグアッパ川とリマ

川(Rio Lima)合流点付近に堤高40m程度のダムの建設

② 新規用水源による濯渦面積2,500ha の拡張

③ 現在機能していをい1,500haの濯減地域の復活と既存濯減地域 2,000ha

の用水不足の解消

④ 現況濯救施設の改修にともなう配水の合理化と効率化

2)サンセバスティアン地区

① グランデ川に堤高40m程度のダムの建設

② 新規水源による濯満面積3,000ha の拡張

③ サンセバスティアン､ラマニ両地域の濯漉施設の合理化(既存濯漉施設

の見直しを含む配水計画の合理化)

これらの計画はホンデュラス共和国政府が意図しているコマヤグア盆地にお

ける農業開発計画の推進を図るものであり､当地区の農業および生活環境を改

善することにより､本地域住民の生活水準の向上が期待できる｡
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2.2.3 総合所見

本地域はホンデュラス共和国政府が第4次国家開発計画(1986-1990年)に

おける農業政策の中で､同国唯一の国営直轄管理の藤波地域であるコマヤグア

盆地内の当該地区であり､フロ-レス地区に次いで重要視されている地域であ

る｡また､盆地内の道路等の社会インフラも比較的整備されており､農業イン

フラを整備することにより地域の開発も急速に進むと判断され､早急な開発効

果を望むホンデュラス共和国政府が希望するのも理解でき､調査団としてもそ

の旨報告することとした｡
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ハマストウラン盆地地区榊計画
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2.3 ハマストラン盆地地区濯渦計画

2.3.1計画地区の概況

開発対象地区はホンデュラス共和国の東部 EI Paraiso県の中でも中央部の

Dan[i郡に属し､西経86◇ 20'-86o 30'
､北緯13o

55′
-14o

lO′ に位置す

る東西15km,南北10kmの約150 km2のハマストラン盆地の大部分を占める地域

である｡首都テグシグアルパより東に85km､県都ダンリ(Danlj)より同じく13

kmの距離にあり､コントラ(CONTRA)で有名をニカラグア国境迄は20kmの位置に

ある｡盆地内は地形勾配1/100 -1/20の緩やかを傾斜波状地形で漂高は 450-

600mである｡盆地内の地質は河川の氾濫堆積原で母岩は主に凝灰岩であるが､

玄武岩や安山岩の露頭も見受けられる｡また､この盆地の成因ともいはれるグ

ウヤッぺ大断層の南端部にもあたる｡土壌は沖積層土壌で地形勾配により層厚

が変化し､比較的平坦地では厚い有機質の多い肥沃を土壌が分布している｡

地区内には多くの小河川がありー これら小河川を合涜したサンフランシスコ川

(Rio Sam Francisco)､サンアントニオ川(Rio Sam Antonio)､アト川(Rio

del nato)の3主要河川が本地域の東部 しos Almendros付近で合流した後､グ

アジャンプレ川(Rio Guayambre)となり盆地外に流出している｡これらの主要

河川は年間を通じて流量が見られ､サンアントニオ川では現在農民グループに

よる小規模の濯灘が行われている｡乾期の渇水涜量ほ､サンアントニオ)FIで

200』 /s､サンフランシスコ川で 750』 /sである｡気候は熱帯性で一年間の平

均気温は25.6℃で比較的月較差は小さいが､日較差は題著である｡年平均降雨

量ほ約1,000mmで､雨期( 5-10月)
､乾期(ll-

4月)が明瞭に分かれ特に

1- 4月は10-20mmと降雨量が少をい｡蒸発量は 3- 5月が190mm､その他の

月ほ平均120mmで降水量を上廻る熱帯乾燥地域の特性がある｡

地区内の現況土地利用状況ほトウモロコシ､フリホ-ル豆等の基礎穀物が約

41%の6,870ha
､自然および改良草地が4,700ha(28%) ､タバコ550ha(3

%),

締870ha( 5%)
､自然雑地2,290ha(14%)ー

その他1,330ha(8%)である｡地

区内の大半の農家ほ自作農だが､ 2ha前後の小農家が絵農家数の6割強を占め

ている｡圃場の整備水準は低く､渡波施設は僅かに､前述のサンアントニオ川

のLos Almendros付近でのポンプおよび土水路による小規模潅灘のみで､その

他ほもっぱら雨期に栽培しているのが現状である｡一方､当地域には農用地と

しての開発可農地が今だにあり､また地域農民の中には同じ基礎穀物でも比較

的価格の良い作物(稲作等)への作付変更を希望する者も多い｡
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2,3.2 計画の概要

調査地域は､気候､土壌等の自然条件は農業生産に適した地域である｡しか

しながら一 年間降雨量の約85%が雨期に集中しー 濯減施設も整備されてをいた

め一 作物の成育に必要な水が乾期に不足し､作付が制限されている｡この様な

水不足状況を解消し､以下の目的を達成するため､水資源開発および濯灘施設

の整備等の濯激闘発計画を中心とした農業開発計画の実施を推進する必要があ

る｡

一 農業生産の通年化

一 耕地面積の拡大

一 作付率の増加

一 農家所得の増加

一 雇用機会の創出､等

本地域は表疏水および地下水ともに利用可能量には制約があるため､雨期の

降雨を利用する方策を計画する｡降雨の貯留施設としては貯水池､溜め池等が

考えられる｡また頭首工および用水路等の濯灘施設の新設により濯灘用水の通

年供給がなされれば乾期の営農が可能とをり､上記の目的が達成され地域住民

の生活水準の向上が期待できる｡

2.3.3 総合所見

調査対象地域は隣国ニカラグアとの国境に近くニカラグアのコントラ問題と

いう特殊性も加わり同国で最も開発の遅れている同国東部のパトウカ川(Rio

Patuca)の最上涜域に位置するが一首都テグシグアルパヘ車で約1時間半とい

う好立地条件にもある｡このため天然資源省水資源局は同国の国境地域振興計

画の一環として同国の基礎穀物の不足を解消し自給率を高めるため本地域での

濯激闘発計画を推進したい意向をもっており優先度の高いプロジェクトである

と判断される｡
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タランガ盆地地区棚計画
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受益地区内の溜め池(′トさな沢をせきとめて利用している)

受益地区内の野菜価



2.4 タランガ盆地濯激闘発計画

2.4.1計画地区の概況

クランガ地区はFrancisco Horazan県 Talanga郡の中央部､北緯14◇ 20′ -

14o 30'
､西経87o

OOr -87o 10'に位置し､海抜標高は 700-800mでホンデ

ュラス中央高原地帯のタランガ川(Rio Talanga)に沿った盆地で､首都テグシ

グアルパヘは55kmの距離にある.この盆地内を西に流下するタランガ川は当国

2番目の大河ウルア河(Rio Ulua)の支涜スラコ川(Rio SuLaco)の最上流部にあ

たり､エル･チレ山脈(”.EI Chile)の北側に源を発し北涼してカリブカ海に注

ぐ｡同じエル･チレ山脈の南側に源を発するチョルテカ川(Rio Choluteca)は

南下して太平洋に注いでいる｡したがってこの山脈はホンデュラスの分水嶺と

をっている｡

当地区の自然条件は年平均降水量が 892mm､年平均気温は22.3℃でコマヤグ

ア盆地と共にホンデュラスの中でも降雨の少ない地域の1つである｡当地区の

一般気象概況を下表に示す｡

年平均
雨期

5月--le月

乾期

11月--4月

降水量(mn) 600-1,800 570-1,770 30190

気温(℃) 22.3 23.9 21.9

日照時間(hr) 242 255 228

蒸発量(mm) 1,100 70-90 110-190

表からも解るとおり､雨期( 5-10月)と乾期(ll-4月)に明確に分かれ

降雨の90%は雨期に集中している｡

盆地内の地質分布は凝灰岩類がほとんどで石灰岩が山地部の一部に存在する｡

土壌ほこれらの岩を母岩とするタランガ川の氾濫堆積原であり､この原野､農

用地を形成している｡

タランガ郡の人口は約11,000人で就業人口の大半が農業或いは農業関連事業

に従事している｡クランガ盆地の開発可能面積は約5,700haであるが､サトウ

キビ 2,000haを中心に基礎穀物であるトウモロコシ､フリホール豆､ソルゴや

商品作物であるタバコ等が栽培されている｡サトウキビは20km程離れたチョル

テカ川沿いのカンタラナにあるACANSA (BANADESAが90%出資している)に出荷
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されている｡日産 2,000トン､年産 540,000トンの製糖能力のあるこの工場は

現在160日程度の稼働実経で稼働率60%程度しかをいので30-40kmの範囲内で

のサトウキビの増反を望んでいる｡タランガ盆地もこれら候補地の1つであり

3,008ha増反が可能とする農業開発調査が実施されている(1977年)
.この調

査報告書の中で濯減用の井戸 362か所の削井の必要性が述べられているが､水

源についての記述はない｡

2.4.2 計画の概要

この8.000haの地域に濯減を行い農業開発事業を行うためには､次の水源調

査を中心とした濯灘開発計画を提案する｡

一 水源の確保による通年濯渦の実施

- 濯汲施設の新設と改修による濯渦の合理化

一 約2,300haの新洩開畑の可能性の検討

一 水資源の効率的活用のための維持管理組織の確立および節水濯減技術の普

及

一 上記と併行して新規商品作物の導入

一 宮農指導の強化による地域農業の活性化

これらの中で特に水源に関してはー地表水のみならず地下水についても調査

を実施し､水資漁の効率的を活用を図る事が必要とをることから

① デゥルセ川(Rio Dulce)
､ラハス川(Rio

de LajasA)の上涜に可能な限り

ダムを建設し､濯減用水の水源を確保する.

② 地表水の確保が困難な地区については地下水の既存量調査を中心に検討を

行い用水漁を確保するように努める｡

③ 限りある水源の有効活用を図るために､点滴濯灘等の節水濯救技術および

普及のためのプロジェクトを検討する.

等を考慮すると共に商品作物の導入を図りより効率的を営農を行うための展

示圃場を造成するをどの捻合的を開発事業として実施するための調査が必要で

ある｡
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2.4.3 総合所見

本地域は首都テグシグアルパの近くに位置しているという好立地条件にもか

かわらず､年間降雨量の少ないこと､降雨パタ-ンが雨期に集中する､濯汲施

設の不備等のため東灘用水の不足がみられ十分を農業生産が上がっていない｡

本荘減開発計画の実施は､政府の国家開発計画の農業政策に準拠するもので

あり､本計画により潅灘用水を確保し､集約的農業を推進しー 農業生産性が向

上すれば農民の雇用機会の拡大および所得の増大となり､地域経済の講性化を

促進することにをり､本開発計画の実施効果は大きいといえる｡
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(1) 調査団員略歴

涼 釜 徹

昭和31年

昭和32年-一53年

昭和54年-56年

昭和56年-62年

昭和62年-′

塩 野 豊

昭和44年

昭和44年-46年

昭和46年--48年

昭和49年-50年

昭和50年-55年

昭和55年-

鹿児島県立串木野高校中退

ドミニカ共和国農務省常任通訳

アグリポ農業開発計画通訳

株式会社パシフィックコンサルタンツインターナショナル

嘱託

株式会社パシフィックコンサルタンツインターナショナル

サントドミンゴ事務所長

帯広畜産大学畜産学部農業工学科卒業

株式会社パシフィック航業農地技術課

青年海外協力隊(派遣国 フィリピン共和国)

株式会社新農村開発センター企画部

株式会社ヰゲタハイム 工事部

株式会社パシフィックコンサルタンツインターナショナル

農水事業部課長
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(2) 調査日程

4 月14日(土)

4 月15日(日)

4 月16日(月)

4 月17日(火)

4 月18日(水)

4 月19日(木)

4 月20日(金)

4 月21日(土)

4 月22日(目)

4 月23日(月)

･移動(東京-マイアミ)

･移動(マイアミ-テグシグアルパ)

･現地調査

一夕ランガ盆地地区

･天然資源省水資源局表敬､打合せ､資料収集

･在ホンデュラスJ ICA事務所表敬

･在ホンデュラス日本大使館表敬

･天然資源省計画局表敬､打合せ､資料収集

･天然資源省農業局表敬､打合せ､資料収集

･現地調査

一エスペランサ地区

-シグァテぺクェ地区

-JICA農業開発研修センター

･現地調査

一セルグアッパ地区視察

-シグァテぺクェ地区

･現地調査

-タランガ地区

-サンフアンデフローレス地区

･現地調査

-ハマストラン地区

･現地調査

-サンセバスチャン地区

･天然資源省水童顔局打合せ一
章料収集

･天然資源省農業局打合せ､資料収集
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4 月24日(火)

4 月25日(水)

4 月26日(木)

4 月27日(金)

･天然資源省計画局報告､打合せ

･在ホンデュラス日本大使盛衰敬､報告

･天然資源省水資源局報告､打合せ

･天然資源省農業局報告､打合せ

･移動(テグシグアルパ-ニューヨ-ク)

･移動(ニュ-ヨ--クー7
∠----->東京)
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3 )関係行政機関組織図

〔ホンデュラス〕

政肘関係繊関

閣僚金島義

経済企画予算省

内務司法省
地方自治体

地方自治銀行

外務省

国防省

文部省
国立大学(UNAE)

故城見恩給局

政治措聞手議会J

大我省

国民担保金掛局

中央銀行

住宅金Al局

教育基金局

農地‡読会l

国家災書常設委且会

通信士木運輪省

住宅局(lNV^)

国有鉄道

馬力公社(ENEE)

通信屯括公社(l10NDUTEL)

I
大政 領桁I

公務兵事執金

経済省

港帝局(ENP)

国家投較公団(CONADI)

畝同組合助成局

厚生社会事業省
水道局(SANN^)

児童77I凍局

人事局l 労働社会保障省

耽美訓練局l

社会相祉国民会議

羊人恩給局

社会保険局

会計検査院l

天六無資源省

(MRN)

農業開発銀行(BANADE:SA)

農地改革庁(INA)

コーヒー局(=ICAFE)

バナナ公社(COIIBANA)

森林公社(cof†DEFOR)

調達庁

文化観光情報省 人類学歴史学研究所
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ホンデュラス天然資源省桟橋図
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(4) 面会者一覧

在ホンデュラス日本大使館

板 橋 毅
-

渡 部 透

阿 部 勝

J ICAホンデュラス事務所

高 橋 臣 夫

J I CA派遣専門家

増 淵 克 己

奥 永 義 光

農業開発研修センター

村 尾 重 信

島 田 輝 男

伊 藤 玄一郎

天然資源省計画局

Ing. Calros Harcelo Honcada

天然資源省水資源局

Ing. Orlando Avi]es A.

Ing. ALba Luz Hernandez De Rodrigues

lng. Osman BarceLa

lng. FideL Vaquedana

lng. Jose Maria AIva]ado

lng. Jose ”.Ordonoz

lng. Higuel ^lvaLado

lng. Rario Roberto Torres

天然資漁省農業局

Ing. Hario Daccarett D,

Ing. Oto Luis Te｢ce｢o

lng. Rodu｢io AIvalado
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特命全権大使

参事官

理事官

所

濯灘排水

農 業

リーダ-

栽 培

教材作成

計画局プロジェクト課長

水資源局長

水資源局濯灘排水課課長

水資源局中西部地方事務所技師

水資源局中西部地方事務所技師

水資源局中西部地方事務所技師

水資源局南東部地方事務所所長

水資源局南東部地方事務所次長

水資源局南東部地方事務所技師

農業局長

水資源局南西部地方事務所所長

水資源局中西部地方事務所技師



(5) 収集資料リスト

1. Programa de Inversiones de Ia Secretaria de Recursos Naturales papa eI

Pe｢iod de 1990-1991

(Secretaria de Recursos Naturales Direccion de Plani･ficacion Sectorial

Depa｢tamento de P｢oyectos [11e｢0, 1990)

2. Informe de Revision de los Proyectos de Rehabilitacion de Riego

(Agencia de Cooperacion Inte｢nacionaL del Japon)

3. Etapa II del P｢oyecto Rehabilitacion de Emergencia en Distrjtos de Riego

Selguapa, San Sebastian y Flores deI Valle de Comayagua

(Direccion de Recursos =idricos Departamento de Operacion y Hantenimiento)

4. Evaluacion del Potencial de Aguas Subterraneas deI VaLle de･ Jamastran

(Direccion de Recursos =idricos Departamento de Aguas Subterraneas)

5, Estudio de Suelos y Evaluacjon de la Capacidad Agrologia de las Tierras con

vistas al cuLtivo de cana de azucar en regimen de regadio Valle a一to de

Talanga Vol.Ⅰ,ⅠⅠ

(Gobierno de la RepubJicade Honduras y Ministry of Overseas Deve一opment

Octub｢e 1987)

6. Evaluacion Final de Ja Primera Etapa de) Proyecto Demostrativo de

Agricultura la Esperanza

(Secretaria de Recursos NaturaJes Direccion de PJanificacion Sectorial

Febre｢o 1990)

7. Caracteristicas Agrometeoro[ogicas, Presentadas durante la temporada

Huviosa en la Regiones: Sup, Sur10rientaI, Centro, Sur-Occidental y

Nor-Oriental de Honduras en 1988

(Di｢eccion de Recursos Hid｢icos Deoa｢tamento de Se｢vicios Hid｢ologicos y

Climatologicos Seccion de Agrometeorologia Enero, 1989)
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